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令和元年9月11日に内閣改造が行われ、柴山昌彦大臣の後任として、新たに萩生田光一大臣が就任しました。
萩生田大臣は、皇居での認証式、総理大臣官邸での初閣議の後、文部科学省に初登庁し、省内職員の盛大な出迎えを受け

ました。

文部科学大臣
萩生田　光一 （はぎうだ　こういち）

[生年月日] 昭和38年8月31日

[出 身 地] 東京都

[ 所 属 ] 自由民主党（衆議院議員  東京都  第24区選出  当選回数5回）

[略歴・政歴]
昭和 62年 3月 明治大学商学部卒業
平成 3年 4月 八王子市議会議員（3期）
平成 13年 6月 東京都議会議員（1期）
平成 15年 11月 第43回衆議院議員総選挙初当選（現在5期目）
平成 20年 8月 文部科学大臣政務官（福田内閣）
平成 25年 12月 自民党  東京都連幹事長代行
平成 27年 10月 内閣官房副長官・内閣人事局長（平成28年8月〜再任）
平成 29年 8月 自由民主党幹事長代行
令和 元年 9月 文部科学大臣

教育再生担当

[ 趣 味 ] スポーツ観戦、映画鑑賞、犬の散歩

[ 家 族 ] 妻・父・長女・長男

[座右の銘] One for All, All for One

新文部科学大臣、文部科学副大臣、
文部科学大臣政務官が就任

■ 萩生田大臣就任の様子

大臣室の椅子に座る萩生田大臣

初登庁に当たり、省内職員より拍手で迎えられる
萩生田大臣（写真中央）

就任記者会見に臨む萩生田大臣
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令和元年9月13日、新たな文部科学副大臣に、亀
かめおか

岡偉
よしたみ

民副大臣、上
うえ

野
の

通
みち

子
こ

副大臣が就任しました。
また、文部科学大臣政務官として、新たに佐

さ さ き

々木さやか大臣政務官、青
あおやましゅうへい

山周平大臣政務官が就任しました。

■ 新旧大臣交代

■ 副大臣、大臣政務官就任の様子

柴山前大臣（左）から引継書を受け取る萩生田大臣（右） 省内職員への就任挨拶を行う萩生田大臣

初登庁に当たり、職員より拍手で迎えられる亀岡・上野両副大臣（写真左）、佐々木・青山両大臣政務官（写真右）

就任会見に臨む、（左から）佐々木大臣政務官、上野副大臣、
亀岡副大臣、青山大臣政務官

省内職員に就任挨拶を行う、亀岡副大臣（写真左上）、
上野副大臣（写真右上）、佐々木大臣政務官（写真左下）、
青山大臣政務官（写真右下）
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■ 記念撮影

令和元年9月17日、政務三役及び省内幹部職員との記念撮影を行いました。

手を取り合い協力を誓う、左から佐々木大臣政務官、亀岡副大臣、萩生田大臣、上野副大臣、青山大臣政務官

大臣、両副大臣、両大臣政務官を囲む省内幹部職員及び大臣秘書官
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文部科学省　総合教育政策局調査企画課学力調査室
国立教育政策研究所　教育課程研究センター

研究開発部学力調査課

平
成
31
年
4
月
18
日（
木
）に
実
施
し
た「
平
成
31
年
度

（
令
和
元
年
度
）全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」の
調
査
結

果
を
、
令
和
元
年
7
月
31
日（
水
）に
公
表
す
る
と
と
も
に
、

各
教
育
委
員
会
、
各
学
校
に
調
査
結
果
を
提
供
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
概
要
及
び
結
果
と
分
析
・
活
用
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
始

ま
り
、
今
年
度
で
12
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
来
年
度

か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
教
科
等

の
目
標
や
内
容
に
つ
い
て
、
生
き
て
働
く「
知
識
及
び
技

能
」、
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る「
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
」、
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」と
い
う
三
つ
の
柱
に
基

づ
い
て
再
整
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
の

三
つ
の
柱
は
相
互
に
関
係
し
合
い
な
が
ら
育
成
さ
れ
る
も
の

と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
調
査
問
題

か
ら
は
、
こ
う
し
た
新
学
習
指
導
要
領
の
考
え
方
へ
の
理

解
を
促
す
た
め
、
従
来
の「
主
と
し
て『
知
識
』に
関
す
る

問
題
」と「
主
と
し
て『
活
用
』に
関
す
る
問
題
」を
一
体
的

に
問
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
常
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知
識
・
技
能
の
習

得
と
、
知
識
・
技
能
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す

る
力
の
双
方
を
連
関
さ
せ
て
一
体
的
に
育
成
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
初
め
て
中
学
校
で
英
語
調
査
を
導

入
し
ま
し
た
。
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
で
、

第
2
期
教
育
振
興
基
本
計
画（
平
成
25
年
6
月
14
日
閣
議

決
定
）の
提
言
の
一
環
と
し
て
提
示
さ
れ
た
小
・
中
・
高

等
学
校
を
通
じ
た
英
語
教
育
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
悉し

っ
か
い皆

で
調
査
を
す
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
、

3
年
に
1
度
程
度
、
中
学
校
の
英
語
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
英
語
力
に
関
す
る
課
題
や
地

域
に
よ
る
取
組
の
差
な
ど
を
踏
ま
え
、
生
徒
の
英
語
力
を

適
切
に
把
握
し
、
そ
の
分
析
結
果
を
活
用
し
て
、
教
育
委

員
会
や
学
校
に
お
け
る
指
導
・
評
価
の
改
善
を
促
す
と
と

も
に
、
生
徒
の
英
語
力
を
着
実
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
教

育
施
策
や
指
導
の
在
り
方
等
を
検
証
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。第

3
期
教
育
振
興
基
本
計
画（
平
成
30
年
6
月
15
日
閣

議
決
定
）に
お
い
て
は
、
特
に
留
意
す
べ
き
視
点
の
一
つ
と

し
て
客
観
的
な
根
拠
を
重
視
し
た
教
育
政
策
の
推
進
を
位

置
付
け
て
お
り
、
教
育
政
策
の
多
様
な
成
果
を
多
角
的
に

分
析
し
つ
つ
、
実
効
性
の
あ
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
十

分
に
機
能
さ
せ
て
教
育
政
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
に
つ
い

て
も
、
多
角
的
な
分
析
を
行
い
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・

学
校
そ
れ
ぞ
れ
が
、
客
観
的
な
根
拠
を
重
視
し
て
政
策
や

指
導
の
改
善
・
充
実
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
は
、
そ
う
い
っ
た
多
角

的
な
分
析
を
行
う
際
に
有
意
義
な
デ
ー
タ
で
あ
り
、
各
教

育
委
員
会
や
各
学
校
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に
活
用
し
、

更
な
る
指
導
の
改
善
・
充
実
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

１	

平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）

	

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
概
要

（
1
）調
査
の
目
的

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、

○�

国
と
し
て
は
、
全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状

況
を
把
握
・
分
析
し
て
、
教
育
施
策
の
改
善
・
充
実
に

平成31年4月18日（木）に実施した「平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査」の
調査結果を、令和元年7月31日（水）に公表しました。

本特集では、調査の概要、結果の分析結果、結果の活用方法について紹介します。

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習
状況調査等の結果と活用について

特 集
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生
か
す

○�

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
自
治
体
や
学
校
の
学
力
水
準

を
検
証
し
、
教
育
委
員
会
の
施
策
の
改
善
・
充
実
に
生

か
す

○�

学
校
と
し
て
は
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
把

握
し
て
指
導
に
生
か
す
と
と
も
に
、
学
校
全
体
と
し
て

の
指
導
方
法
の
検
証
・
改
善
に
つ
な
げ
る

○�

以
上
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
教
育
に
関
す
る
継
続

的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
2
）調
査
対
象

平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
は
、
国
・
公
・
私
立
学
校
の
小
学
校
・
義
務
教
育
学

校
前
期
課
程
・
特
別
支
援
学
校
小
学
部
の
第
6
学
年
、
中

学
校
・
義
務
教
育
学
校
後
期
課
程
・
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
・
特
別
支
援
学
校
中
学
部
の
第
3
学
年
の
児
童
生
徒

を
調
査
対
象
に
、
悉
皆
調
査
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

（
3
）調
査
内
容

調
査
内
容
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査
、
児
童
生
徒
に
対

す
る
学
習
習
慣
や
生
活
習
慣
等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
、

学
校
に
対
す
る
学
習
環
境
等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

教
科
に
関
す
る
調
査
は
、国
語
、算
数
・
数
学
、英
語（
中

学
校
）に
つ
い
て
、
出
題
範
囲
は
調
査
す
る
学
年
の
前
年
度

ま
で
に
含
ま
れ
る
指
導
事
項
を
原
則
と
し
、
出
題
内
容
は

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
・
教
科
に
関
し
、
次
の
と
お
り
と
し
て
い

ま
す
。

①�

身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学
年
等
の
学
習
内
容

に
影
響
を
及
ぼ
す
内
容
や
、
実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠

で
あ
り
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
知
識
・
技
能
な
ど

②�

知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る

力
や
、
様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践

し
評
価
・
改
善
す
る
力
な
ど
に
関
わ
る
内
容

調
査
問
題
で
は
、
①
と
②
を
一
体
的
に
問
う
こ
と
と
し

て
お
り
、英
語
に
お
い
て
は
、「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話

す
こ
と
」「
書
く
こ
と
」に
関
す
る
問
題
を
出
題
し
ま
し
た
。

質
問
紙
調
査
は
、
児
童
生
徒
及
び
学
校
に
対
し
て
実
施

し
て
お
り
、
調
査
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①	

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

・�

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学
習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面

等
に
関
す
る
調
査

②	

学
校
に
対
す
る
調
査

・�

指
導
方
法
に
関
す
る
取
組
や
人
的
・
物
的
な
教
育
条
件

の
整
備
の
状
況
等
に
関
す
る
調
査

（
4
）調
査
対
象
及
び
集
計
対
象
児
童
生
徒
・
学
校
数

平
成
31
年
4
月
18
日（
木
）に
調
査
を
実
施
し
た
学
校

数
・
児
童
生
徒
数
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
中
学
校
の
英
語
の
調
査
結
果
と
し
て
は
、「
聞
く

こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」調
査
の
合
計
を
集
計
し

て
い
ま
す
。
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
等
を
利
用
し
て
実
施
し

た「
話
す
こ
と
」調
査
は
今
回「
参
考
値
」と
し
て
集
計
を
行

い
ま
し
た
。

２	

教
科
に
関
す
る
調
査
の
結
果

（
1
）全
体
的
な
状
況

教
科
に
関
す
る
調
査
問
題
は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
、
児
童
生
徒
が
十
分
に
身
に
付
け
、
活
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、
各
領
域
等
か
ら

バ
ラ
ン
ス
よ
く
出
題
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
見
ら
れ
た
課
題
も
踏
ま
え
て
出
題
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
改
善
状
況
を
把
握
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
に
お
け
る
変
更
点
と
し
て
は
、
①
新
し

い
学
習
指
導
要
領
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
学
習
指
導
の
改

善
に
資
す
る
よ
う
、
従
来
の
A
・
B
問
題
と
い
っ
た
出
題

区
分
を
見
直
し
、
知
識
と
活
用
を
一
体
的
に
問
う
調
査
問

題
と
し
た
こ
と
、
②
毎
年
実
施
し
て
い
る
国
語
、
算
数
・

数
学
に
加
え
、
新
た
に
中
学
校
で
英
語
の
調
査
を
実
施
し

た
こ
と
で
す
。
英
語
に
つ
い
て
は
、「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ

と
」「
話
す
こ
と
」「
書
く
こ
と
」の
4
技
能
を
調
査
し
て
お

り
、
こ
の
う
ち「
話
す
こ
と
」調
査
は
、
各
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
端
末
を
利
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要
と
し
て
は
、
国
語
、
算
数
・
数
学
に

お
い
て
、
複
数
の
文
章
や
資
料
等
か
ら
必
要
な
情
報
を
整

理
し
て
読
み
取
る
こ
と
や
、
事
柄
を
数
学
的
に
解
釈
し
た

り
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
英

語
に
お
い
て
は
、
話
さ
れ
た
り
書
か
れ
た
り
し
て
い
る
内
容

そ
の
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
は
お
お
む
ね
で
き
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
の
要
点
を
捉
え

対象学校数 実施学校数
（実施率） 児童生徒数

小
学
校
調
査

公立 19,299校 19,263校
（99.8％） 1,028,203人

国立 75校 75校
（100.0％） 6,273人

私立 226校 117校
（51.8％） 6,030人

合計 19,600校 19,455校
（99.3％） 1,040,506人

中
学
校
調
査

公立 9,572校 9,513校
（99.4％） 938,888人

国立 80校 77校
（96.3％） 9,894人

私立 757校 360校
（47.6％） 28,588人

合計 10,409校 9,950校
（95.6％） 977,370人
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平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査等の
結果と活用について特 集

国
立
教
育
政
策
研
究
所
で
は
、
調
査
実
施
後
、
各
教
育

委
員
会
や
各
学
校
が
速
や
か
に
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習

の
状
況
、
課
題
等
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
学
習

指
導
の
改
善
・
充
実
に
取
り
組
む
際
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
解
説
資
料
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。「
解
説

資
料
」に
は
、
各
設
問
の
出
題
の
趣
旨
、
学
習
指
導
要
領

に
お
け
る
領
域
・
内
容
、解
答
類
型
等
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
の
返
却
を
待
た
な
く
て
も
、
各
教
育
委
員
会
や

各
学
校
に
お
い
て
、「
解
説
資
料
」を
基
に
、
児
童
生
徒
に

身
に
付
け
さ
せ
る
べ
き
力
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
日

頃
の
指
導
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、

自
校
採
点
に
よ
り
、
自
校
の
児
童
生
徒
の
解
答
状
況
を
可

能
な
範
囲
で
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
平
成
31
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査　

解
説
資
料
」

http://w
w
w
.nier.go.jp/19chousa/19chousa.htm

さ
ら
に
、
調
査
結
果
の
公
表
の
際
に
作
成
す
る「
報
告

書
」で
は
、
設
問
ご
と
に
、
正
答
率
や
解
答
類
型
ご
と
の
反

応
率
、
分
析
結
果
と
課
題
、
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
を

図
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
各
教
育
委
員

会
や
各
学
校
で
、「
報
告
書
」を
参
考
に
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
応
じ
た
指
導
の
改
善
・
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査　

報
告
書
」

http://w
w
w
.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/

た
り
、
基
本
的
な
語
や
文
法
の
知
識
を
活
用
し
て
文
章
を

書
い
た
り
す
る
こ
と
、「
話
す
こ
と
」に
関
し
て
は
、
即
興

で
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
各

問
題
に
つ
い
て
の
詳
細
は
報
告
書（
後
述
）に
記
載
し
て
い

ま
す
。

（
2
）学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
に
向
け
た
取
組

調
査
問
題
は
、
各
設
問
の
正
答
率
や
解
答
の
状
況
か
ら

課
題
等
を
把
握
し
、
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
具
体
的
な
解
答
状
況
を
把
握
で
き
る
よ

う
、
設
定
す
る
条
件
等
に
即
し
て
解
答
を
分
類
、
整
理
す

る
も
の
と
し
て「
解
答
類
型
」を
設
け
て
い
ま
す
。「
解
答
類

型
」を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
各
設
問
の
正
答
率
だ
け
で
な

く
、
一
人
一
人
の
解
答
の
状
況
か
ら
課
題
の
有
無
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
教
育
委
員
会
や
各
学
校
に
お
い
て
は
、
教
科
全
体
の

平
均
正
答
率
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
各
設
問
の

正
誤
の
状
況
、
特
に
、
個
々
の
児
童
生
徒
が
ど
の
よ
う
に

間
違
え
た
の
か
と
い
う
、
各
設
問
の
解
答
状
況
に
着
目
し

て
、
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
調
査
問
題
は
、
小
学
校
は
第
5
学
年
ま
で
、
中

学
校
は
第
2
学
年
ま
で
の
内
容
を
出
題
し
て
い
ま
す
。
調

査
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
調
査
の

対
象
と
な
っ
た
小
学
校
第
6
学
年
や
中
学
校
第
3
学
年
の

み
な
ら
ず
、
全
校
が
一
体
と
な
っ
て
、
全
て
の
学
年
の
指

導
の
改
善
・
充
実
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
学
校
種
や
教
科
の
枠
を
越
え
て

課
題
が
見
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
各
教
育
委
員
会
や
各
学

校
に
お
い
て
は
、
課
題
や
そ
の
対
応
等
に
つ
い
て
共
有
し
な

が
ら
、
学
校
種
間
や
教
科
間
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平 成 3 １ 年 ４ 月

国立教育政策研究所
教育課程研究センター
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平成31年度

全国学力・学習状況調査

児童生徒一人一人の学力 ・ 学習状況に応じた

学習指導の改善 ・ 充実に向けて

解説資料

小学校　国語

背幅 4.0mm【データサイズ】

製版寸法
天地 303.0mm左右 430.0mm

（１）調査問題の内容，課題等，指導改善のポイント

○調査問題の内容
学習指導要領に示されている４領域（「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」，「書くこと」）

に基づいて，その目標や内容を踏まえ言語材料や言語活動をバランスよく出題している。なお，中学校

第２学年までの内容となるようにしている。

（例）■ 外国語理解の能力 ・概要や要点を聞き取る力【聞くこと】

・自分が考えたことや感じたことを，その理由を交えて書くことができるよ

う必要な情報を読み取る力【読むこと】

■ 外国語表現の能力 ・文のつながりなどに注意して書く力【書くこと】

・問答したり意見を述べたりする力【話すこと】

○課題等

主な特徴

【受容的な技能（聞くこと，読むこと）について】

話されたり書かれたりしている内容そのものを理解することは，おおむねできていると考えられ

る。一方で，その内容から目的・場面・状況に応じて，概要や要点をとらえることに課題がある。ま

た，聞いたり読んだりした後に自分の考えや意見を示すことができるよう，話し手や書き手の意図を

とらえることにも課題がある。

【発信的な技能（書くこと，話すこと）について】

書くことについては，基本的な語や文法事項等の知識の定着やそれらを活用することに課題があ

る。このため，与えられたテーマについてまとまりのある文章を書くときにおいても，自分の考えを

相手に伝わる英語で表現することができていないと考えられる。

話すことについては，全体的に課題は多いが，特に情報や考えなどを即興でやり取りすることに課

題がある。

書くこと，話すことのどちらにおいても，問われていることが分かれば，自分の考えなどをなんと

か伝えようとする粘り強さや意欲が見られる。

聞くこと

◇ 日常的な話題について，情報を正確に聞き取ることはできている。〔 １ 〕

◇ まとまりのある内容を聞き，概要や必要な情報をとらえることはできている。〔 ２，３ 〕

◆ まとまりのある内容を聞き，適切に応じることができるよう，話し手の意図をとらえることに課

題がある。〔 ４ 〕

読むこと

◇ 日常的な話題について，情報を正確に読み取ることはできている。〔 ５ 〕

◆ 社会的な話題について，まとまりのある文章を読み，書き手が最も伝えたいことなど大切な部分

をとらえることに課題がある。〔 ７ 〕

◆ 社会的な話題について，読んだ後に自分の考えを示すことができるよう，話の内容や書き手の意

見などを主体的にとらえることに課題がある。〔 ８ 〕

書くこと

◆ 語や文法事項等を正しく用いて，文を書くことに課題がある。〔 ９（２）②，（３）①②③ 〕

◇◆ 書こうとする意欲は見られるものの，与えられたテーマについて考えを整理し，コミュニケー

ションに支障をきたすことなく内容を伝えることに課題がある。〔 10 〕

話すこと

◆ 情報や考えなどを即興でやり取りしたり，相手の発話の内容を踏まえて，それに関連した質問や

意見を述べたりすることに課題がある。〔 話すこと２ 〕

◇◆ 自分の意見を話そうとする意欲は感じられるものの，与えられたテーマについて考えを整理

し，まとまりのある内容を話すことに課題がある。〔 話すこと３ 〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号

‐8‐

http://www.nier.go.jp/19chousa/19chousa.htm
http://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/index.html
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index.htm
l

あ
わ
せ
て
、
授
業
の
改
善
・
充
実
を
図
る
際
の
参
考
と

な
る
よ
う
に
、
課
題
が
見
ら
れ
た
設
問
を
い
く
つ
か
取
り

上
げ
て
、
具
体
的
な
授
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
例
示
し
た「
授

業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
」を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
冊
子
体
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
を
目
途

に
各
教
育
委
員
会
や
各
学
校
へ
の
配
付
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
学
年
だ
け
で
な
く
、
学

校
全
体
、
学
校
種
を
通
じ
て
、
教
材
研
究
や
研
修
会
等
の

様
々
な
場
面
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

さ
ら
に
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
で
は
、
教
育
委
員
会

等
の
担
当
者
等
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
た
り
、

教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
研
修
会
に
学
力
調
査
官
等
を

派
遣
し
た
り
す
る
な
ど
、
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
教
育
委
員
会
や
各
学
校
に
お
い
て
は
、「
報
告
書
」や「
授

業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
」と
と
も
に
、
こ
う
し
た
機
会
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
各
設
問
の
正
誤
や
平
均
正
答
率
の
高
低
だ

け
で
な
く
、
教
育
施
策
や
学
校
の
学
習
指
導
に
お
け
る
課

題
を
把
握
・
分
析
し
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ

な
が
ら
、
施
策
や
指
導
の
改
善
・
充
実
を
継
続
的
に
図
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
」

http://w
w
w
.nier.go.jp/jugyourei/index.htm

３	

質
問
紙
調
査
の
結
果

質
問
紙
調
査
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
、
学
習
方

法
等
に
関
す
る「
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査
」と
学
校
に
お

け
る
指
導
方
法
に
関
す
る
取
組
、
学
習
環
境
等
に
関
す
る

「
学
校
質
問
紙
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
規
の
調
査

項
目
と
し
て
、
来
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指

導
要
領
に
関
連
し
た
調
査
項
目
や
今
年
度
初
め
て
調
査
を

行
っ
た
中
学
校
の
英
語
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
1
）国
語
、
算
数
・
数
学
に
つ
い
て

国
語
、
算
数
・
数
学
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
興
味
関
心

は
経
年
変
化
を
見
る
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、「
国
語
の
勉

強
／
算
数
・
数
学
の
勉
強
が
好
き
」だ
と
回
答
し
た
児
童

生
徒
の
方
が
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、学
校
に
お
け
る
指
導
状
況
に
つ
い
て
、国
語
と
算
数
・

数
学
の
い
ず
れ
の
項
目
に
お
い
て
も
、
最
も
肯
定
的
な
回

目 次

授業アイディア例の見方 1

「学校生活で気になることを調べて，
 報告する文章を書こう」

～ 目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確
にし，まとめて書く～ 3

「食べ物の保存について
 調べたことを紹介し合おう」

～ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自
分の考えを明確にしながら読む～ 5

「わたしたちの学校のプロフェッショナルに
  インタビューをしよう」

～ 必要な情報を得るために，話し手の意図を捉え
ながら聞き，自分の考えをまとめる～ 7

「図形と式とを関連付け，説明しよう」
～ 図形の構成についての見方を働かせ，面積を求
める～ 9

「きまりを見つけて言葉でまとめよう」
～ 計算に関して成り立つ性質を見いだして表現
し，活用する～ 11

「場面の状況に応じて，判断しよう」
～ 場面の状況を数理的に捉え，得られた結果から
判断する～ 13

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた

  「授業アイディア例」は，全国学力・学習状況調査の

調査結果を踏まえて，授業の改善・充実を図る際の

参考となるよう，授業のアイディアの一例を示すものと

して，国立教育政策研究所において作成したものです。

　本調査で見られた課題は，調査の対象学年だけでは

なく，学校全体で組織的・継続的な取組によって改善を

図っていくことが大切です。

　「授業アイディア例」が，日々の授業や研修会など

様々な場面で活用され，児童生徒の学習状況の改善に

つながることを期待しています。

令和元年９月

国立教育政策研究所教育課程研究センター

授業アイディア例
授業アイディア例 Q&A 小学校

国
語

算
数

授業アイディア例の見方 1

「説明的な文章を読み，書き手の工夫を見付けて交流しよう」 ～ 文章の構成や展開，表現の仕方について自分の考
えをまとめる～ 3

「『話し合いのデザインシート』を用いて話し合おう」 ～話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつ～ 5

「読み手を意識しながら，意見文を書く」 ～ 自分が伝えたいことについて，根拠を明確にして
書く～ 7

「どのような四角形であれば結論が同じになるか考えよう」 ～ 証明を振り返って統合的・発展的に考え，見いだ
した事柄を説明する～ 9

「読書時間の傾向を捉えて説明しよう」 ～ データの分布の傾向を読み取り，批判的に考察し
判断する～ 11

「連続する奇数の和について成り立つことは何だろう」 ～説明を振り返り，統合的・発展的に考察する～ 13

「適切に応じるために聞き取る力を高めよう」 ～アドバイスを書くためにメッセージを聞く～ 15

「書き手の一番伝えたいことを読み取る力を高めよう」 ～文章の構成や展開に留意し，大切な部分をとらえる～ 17

「情報を正しく伝える力を高めよう」 ～ 与えられた情報に基づいて，３人称の英文を正し
く書く～ 19

「即興で伝え合う力を高めよう」 ～聞いて把握した内容について，やり取りをする～ 21

国
語

数
学

英
語

国立教育政策研究所教育課程研究センター

授業アイディア例 Q&A 平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた

令和元年９月

授業アイディア例
中学校

目 次目 次

  「授業アイディア例」は，全国学力・学習状況調査の

調査結果を踏まえて，授業の改善・充実を図る際の

参考となるよう，授業のアイディアの一例を示すものと

して，国立教育政策研究所において作成したものです。

　本調査で見られた課題は，調査の対象学年だけでは

なく，学校全体で組織的・継続的な取組によって改善を

図っていくことが大切です。

　「授業アイディア例」が，日々の授業や研修会など

様々な場面で活用され，児童生徒の学習状況の改善に

つながることを期待しています。

26.631年度

当てはまる

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

児童生徒質問紙 国語の勉強は好きですか。

「国語の勉強は好きか」の選択肢毎の国語の平均正答率

どちらかといえば、当てはまる

29年度

28年度

31年度

29年度

28年度

37.6 64.2 61.5

25.7 34.9

23.9

0 20 40 60 80 100（％）

（％）

34.6

24.6 36.9

23.8 36.6

23.5

0 20 40 60 80 100（％）

36.2

小学校 中学校

※H30年度は、国語の項目は調査していない

 

52.460.365.270.6

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

「国語の勉強は好きか」の選択肢毎の国語の平均正答率

（％）

66.571.373.877.7

http://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/index.html
http://www.nier.go.jp/jugyourei/index.htm
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平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査等の
結果と活用について特 集

答
を
し
た
学
校
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
2
）中
学
校
英
語
に
つ
い
て

今
年
度
初
め
て
調
査
を
実
施
し
た
中
学
校
英
語
に
つ
い

て
も
、
国
語
、
算
数
・
数
学
と
同
様
に
、
興
味
関
心
や
授

業
の
理
解
度
に
関
す
る
質
問
に
肯
定
的
に
回
答
し
た
生
徒

の
方
が
、
英
語
の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。
と
り
わ
け
、「
英
語
の
勉
強
は
好
き
か
」「
英
語
の
授

業
は
よ
く
わ
か
る
か
」に
つ
い
て
は
、「
生
徒
の
学
校
外
で

の
日
常
的
な
英
語
の
使
用
機
会（
地
域
の
人
や
海
外
の
人

と
話
す
、
手
紙
や
メ
ー
ル
を
書
く
、
T
V
や
H
P
を
見
る
、

英
会
話
教
室
に
通
う
な
ど
）が
あ
る
か
」と
の
質
問
よ
り

も
、
平
均
正
答
率
と
の
関
係
が
明
瞭
で
す
。

英
語
の
領
域
別
の
指
導
状
況
を
見
る
と
、「
聞
く
こ
と
」

「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」に
関
す
る
言
語
活
動
に
つ
い
て

肯
定
的
な
回
答
を
し
た
学
校
の
割
合
は
い
ず
れ
も
9
割
近

く
、「
話
す
こ
と（
発
表
）」に
つ
い
て
は
肯
定
的
な
回
答
を

し
た
学
校
の
割
合
が
8
割
、
即
興
で
伝
え
合
う
な
ど
の「
話

す
こ
と（
や
り
取
り
）」や
技
能
統
合
的
な
活
動
に
つ
い
て
は

6
割
を
超
え
ま
す
。
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
関
す
る
言
語
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
校
の
方
が
当
該
領

40.731年度

30年度

29年度

28年度

28.0 68.7

34.0

38.6

38.8

30.1

27.4

27.3

0 20 40 60 80 100（％）

30.931年度

30年度

29年度

28年度

27.2 58.1

25.9

28.9

29.5

28.2

26.8

26.7

0 20 40 60 80 100（％）

当てはまる

児童生徒質問紙 算数・数学の勉強は好きですか。

どちらかといえば、当てはまる

小学校 中学校

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

「算数の勉強は好きか」の選択肢毎の算数の平均正答率

（％）

53.561.166.273.8

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

「数学の勉強は好きか」の選択肢毎の数学の平均正答率

（％）

47.055.461.870.7

回答割合 選択肢毎の英語の平均正答率

回答割合 選択肢毎の
英語の平均正答率

回答割合 選択肢毎の
英語の平均正答率

回答割合 選択肢毎の平均正答率

選択肢毎の平均正答率

選択肢毎の平均正答率

選択肢毎の平均正答率

選択肢毎の平均正答率

回答割合

回答割合

回答割合

回答割合

英語の勉強は好きですか。 英語の授業はよく分かりますか。

【聞くこと】

【書くこと】【読むこと】

【話すこと】
（やりとり）

【話すこと】
（発表）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他、無回答

生徒質問紙 生徒質問紙

66.0
58.3

51.6
46.0

66.3
57.6

48.9
42.3

69.5
67.2

64.7
37.6

47.4
44.3

41.5
31.2

32.5
29.6

26.7
24.2

32.9
30.1

28.0
24.8

57.5
54.4

52.5
45.0

65.4
58.3

12.2ポイント

24ポイント20ポイント

55.0
53.2

あなたはこれまで、学校の授業やそのための
学習以外で日常的に英語を使う機会（地域の

人や海外にいる人と英語で話す、英語で手紙や電子メールを書
く、英語のテレビやホームページを見る、英会話教室に通うなど）
が十分にありましたか。

学校質問紙
英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や
要点をとらえる言語活動を行いましたか。

学校質問紙
自分の考えや気持ちなどを英語で書く
言語活動を行いましたか。

学校質問紙
英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や
要点をとらえる言語活動を行いましたか。

学校質問紙
原稿などの準備をすることなく、即興で自分の考えや
気持ちなどを英語で伝え合う言語活動を行いましたか。

学校質問紙
英語でスピーチやプレゼンテーションなどまとまった
内容を英語で発表する言語活動を行いましたか。

生徒質問紙

英語 29.2

24.6

30.9
0 20 40 60 80 100（％）

27.2 23.8 18.0

36.9 26.4 12.0

27.1 24.0 19.7

国語

数学

56.3

（％）
15.8

34.4

0 20 40 60 80 100

18.6 26.1 39.3 （％）0 20 40 60 80 100

（％）0 20 40 60 80 100（％）0 20 40 60 80 100

（％）0 20 40 60 80 100（％）0 20 40 60 80 100

87.2

30.9 56.3 12.2
0.3
0.2

0.1
0.1

91.0

33.8 57.2 8.7

87.5
0.3
0.129.2 58.3 12.0

65.6
1.8
0.218.7 46.9 32.4

81.1
0.9
0.228.5 52.6 17.8

0 20 40 60 80 100（％）

66.4

英語 29.9

28.7

35.0 39.1 18.5 7.3

49.1 17.6 4.4

36.5 22.2 11.3

国語

数学
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域
の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
学
校
に
お
け

る
指
導
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
生
徒
の
割
合
を
考
慮
し
た
三
重

ク
ロ
ス
分
析
に
お
い
て
も
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
生

徒
の
割
合
が
高
い
学
校
、
低
い
学
校
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、

聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を

英
語
で
書
い
た
り
す
る
言
語
活
動
を
行
っ
た
学
校
の
方
が
、

英
語
の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
3
）主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
授
業

改
善
に
関
す
る
取
組
状
況

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
授
業
改

善
に
関
す
る
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
・
学
校
と

も
に
、
肯
定
的
な
回
答
を
選
択
し
た
方
が
、
教
科
の
平
均

正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
就
学
援

助
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
を
考
慮
し
た
三
重
ク

ロ
ス
分
析（
学
校
質
問
紙
）に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
学
級
会
等
の

特
別
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
中
学
校
の
方

が
、
習
得
・
活
用
及
び
探
求
の
学
習
過
程
を
見
通
し
た
指

導
方
法
の
改
善
や
、
学
級
全
員
で
挑
戦
す
る
課
題
を
与
え

る
こ
と
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
4
）I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
状
況

I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
状
況
に
つ
い
て
、「
授
業
で

も
っ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
I
C
T
を
活
用
し
た
い
と
思

う
か
」と
の
質
問
に
肯
定
的
に
回
答
し
た
割
合
は
、
児
童

が
8
割
を
超
え
、
生
徒
が
8
割
程
度
で
あ
り
、
I
C
T
を

活
用
し
た
授
業
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
興
味
関
心
は
高
い

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
と
も
に
、
授
業
で
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
I
C
T
の
使
用
頻
度
が
高
い
ほ
ど
、
も
っ

と
活
用
し
た
い
と
い
う
興
味
関
心
が
高
く
な
る
傾
向
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

（
5
）児
童
生
徒
の
自
己
肯
定
感
、
挑
戦
心
、
達
成
感
等
に

関
す
る
状
況

児
童
生
徒
の
自
己
肯
定
感
、
挑
戦
心
、
達
成
感
等
に
関

す
る
状
況
に
つ
い
て
、「
先
生
は
、
授
業
や
テ
ス
ト
で
間
違

え
た
と
こ
ろ
や
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、

三重クロス分析（就学援助率×言語活動×英語の平均正答率）
【技能統合／聞く＋読む→書く】
聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり
自分の考えを英語で書いたりする言語活動を行いましたか。

①よく行った　②どちらかといえば、行った　③あまり行っていない
※「全く行っていない」は、学校数が50校未満のため、分析から除外　※データは公立のみ

① 62.8
（％）

就学援助を受けている生徒の在籍割合　　　5%未満

② 55.9

③ 51.4

① 54.4

② 51.1

③ 50.1

30%以上

選択肢毎の教科の正答率

国語 算数 国語 数学 英語

児童生徒質問紙 5年生まで〔1、2年生のとき〕に受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか 。

小学校

33.131年度

30年度

44.7 18.0

29.2 47.6 18.9

4.0

4.1

0.2

01

0 20 40 60 80 100
（％）

中学校

29.431年度

30年度

45.6 20.0

26.4 47.5 20.7

4.9

5.3

0.1

0.1

0 20 40 60 80 100
（％）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他、無回答

77.8 75.0
回答割合

70.5
64.2

55.4
46.1

72.6
66.7

59.4
51.4

79.2
74.2

66.1
58.3

69.7
61.0

49.9
42.1

62.8
56.7

49.8
44.9

小学校 国語 小学校 算数 中学校 国語 中学校 数学 中学校 英語

学校質問紙 調査対象学年の児童生徒は、授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組むことができていると思いますか。

小学校

17.231年度

30年度

68.5 14.0

69.8
65.6
59.7

66.5
60.9
53.8

70.5
67.2
62.8

68.1
64.1
58.4

78.4
73.7

64.9

71.6
68.4
65.0

66.5
60.2

50.3

58.4
53.7
50.0

60.7
55.0

47.4

53.6
51.0
48.8

16.8 66.9 15.8

0.2

0.1

0.1

0.4

0 20 40 60 80 100
（％）

中学校

15.231年度

30年度

67.6 17.0

16.0 65.2 18.3

0.2

0.5

0.1

0.1

0 20 40 60 80 100
（％）

（％）

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない そう思わない その他、無回答

85.7 82.8回答割合

三重クロス分析（就学援助率×学校の取組×各教科の平均正答率）

①そう思う　②どちらかといえば、そう思う　③どちらかといえば、そう思わない　※「そう思わない」は、学校数が50校未満のため、分析から除外
 ※データは公立のみ就学援助を受けている児童生徒の在籍割合　　　5%未満 30%以上

①
②
③

②
③

①

①
②
③

②
③

①

①
②
③

②
③

①

①
②
③

②
③

①

①
②
③

②
③

①
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平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査等の
結果と活用について特 集

分
か
る
ま
で
教
え
て
く
れ
る
か
」と
の
質
問
に
肯
定
的
に
回

答
を
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
は
増
加
し
て
お
り
、
児
童
は

9
割
、
生
徒
は
8
割
を
超
え
、
学
習
指
導
に
お
い
て
、
児

童
生
徒
は
教
師
に
対
し
て
一
定
の
満
足
感
を
得
て
い
る
傾

向
が
う
か
が
え
ま
す
。

質
問
紙
調
査
か
ら
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
・
学

習
環
境
・
生
活
習
慣
等
や
学
校
の
指
導
方
法
に
関
す
る
取

組
、
教
育
条
件
の
整
備
の
状
況
等
の
具
体
的
な
状
況
を
把

握
・
検
証
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
状

況
と
学
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
り
、
学
力
や

学
習
状
況
等
の
調
査
結
果
を
組
み
合
わ
せ
て
各
教
育
委
員

会
、
各
学
校
に
お
け
る
全
体
的
な
特
徴
を
把
握
・
分
析
し

た
り
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
教
育
や
教
育
施
策
の
成
果
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
等
を
明
ら
か
に
し
、
教
育
施
策
や
学

習
指
導
の
改
善
・
充
実
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

４	

文
部
科
学
省
の
主
な
取
組

今
年
度
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
文
部
科
学
省
と
し

て
は
、
来
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
・
内
容
の
周
知
徹
底
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
関
す
る
効
果
的
な
実
践
事
例
の
収
集
・
情
報
提

児童生徒質問紙 授業でもっとコンピュータなどの ICT を活用したいと思いますか。（新規）

小学校

60.831年度 25.7 8.84.6
0.1

0 20 40 60 80 100
（％）

中学校

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他、無回答

86.5回答割合

48.131年度 30.3 12.7 8.6
0.3

0 20 40 60 80 100
（％）

78.4回答割合

児童生徒質問紙 前年度までに受けた授業で、コンピュータなどの ICT をどの程度使用しましたか。（新規）

小学校

10.431年度 20.3 38.4 30.8
0.1

0 20 40 60 80 100
（％）

中学校

ほぼ毎日 週1回以上 月1回以上 月1回未満 その他、無回答

回答割合

7.231年度 24.2 32.8 35.7
0.2

0 20 40 60 80 100
（％）

回答割合

［コンピュータなどの ICTの使用頻度］と［授業でもっとコンピュータなどの ICTを活用したいと思う］の関係

（児・生） 前年度に受けた授業で、コンピュータなどのICTを
 どの程度使用したか

（児・生） 授業でもっとコンピュータなどのICTを
 活用したいと思うか

小学校 中学校

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他、無回答

55.1月1回未満

月1回以上

週1回以上

ほぼ毎日

24.0 12.0 8.8

60.5 28.1 8.4
2.9

65.3 25.8 6.5
2.4

70.7 21.4 5.1
2.7
0.1

0 20 40 60 80 100
（％）

44.2月1回未満

月1回以上

週1回以上

ほぼ毎日

27.2 14.7 13.8

47.5 33.2 13.0
6.1

51.6 31.7 11.0
5.3

59.4 28.0 7.6
4.7
0.3

0.3

0.3

0.1

0 20 40 60 80 100
（％）

回答割合

児童生徒質問紙 授業やテストで間違えたところや理解できなかったところを分かるまで教えてくれますか。

小学校

59.531年度

50.429年度

47.9

37.4

30.4

28.5

47.2

45.2

45.7

12.4

17.9

19.0

2.8

6.2

5.5

32.2

34.6

36.8

6.5

10.3

11.0

1.7

4.3

4.128年度

29年度

28年度

0 20 40 60 80 100
（％）

中学校

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

91.7回答割合

31年度

0 20 40 60 80 100
（％）

84.6回答割合
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供
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
、
今
回
初
め
て
実
施
し
た
英
語
調
査
か
ら
は
、「
話

す
こ
と
」や「
書
く
こ
と
」な
ど
発
信
力
の
強
化
が
課
題
と

し
て
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
生
徒
の
学
習
意
欲
や
学

校
で
の
指
導
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
英

語
の
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
小
・
中
・
高
等
学

校
を
通
じ
て「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と
」「
書

く
こ
と
」の
各
領
域
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
取
組
を
着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
質
問
紙
調
査
か
ら
は
、
授
業
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
用
頻
度
が
高
い
ほ
ど
、
も
っ
と
活
用

し
た
い
と
い
う
児
童
生
徒
の
興
味
関
心
が
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
令
和
元
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た「
新
時
代

の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
活
用
推
進
方
策
」を
踏
ま
え
、

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
加
速
化
に
向
け
た
取
組
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

5	

調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
取
組

各
教
育
委
員
会
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
教
育
施
策
や
学
校
の
学
習
指
導
に
お
け
る
成
果

や
課
題
等
を
具
体
的
に
把
握
・
検
証
し
、
児
童
生
徒
の
学

力
・
学
習
状
況
に
つ
い
て
多
面
的
な
分
析
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。

文
部
科
学
省
・
国
立
教
育
政
策
研
究
所
で
は
、
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
学
習
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善
に

向
け
た
取
組
へ
の
支
援
と
し
て
、
①
調
査
結
果
の
分
析
を

踏
ま
え
た
課
題
の
有
無
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
示
し
た

「
報
告
書
」の
作
成
・
配
付
、
②
課
題
が
見
ら
れ
る
事
項
に

つ
い
て
、
授
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
例
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
」の
作
成
・
配
付
、
③
調
査
結
果
を

踏
ま
え
た
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
に
向
け
た
説
明
会
の

開
催
、
④
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
の
要
請
に
応
じ
て
助

言
を
行
う
た
め
の
学
力
調
査
官
等
の
派
遣
、
⑤
各
教
育
委

員
会
、
各
学
校
に
お
け
る
調
査
結
果
を
活
用
し
た
優
れ
た

取
組
事
例
の
収
集
・
普
及
、
⑥
専
門
家
等
に
よ
る
追
加
的

な
分
析
・
検
証
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

6	

令
和
２
年
度
調
査
に
つ
い
て

令
和
2
年
度
調
査
は
、
令
和
2
年
4
月
16
日（
木
）に

小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
・
特
別
支
援
学
校
小

学
部
の
第
6
学
年
、
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
後
期
課
程
・

中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
・
特
別
支
援
学
校
中
学
部
の
第

3
学
年
の
児
童
生
徒
を
調
査
対
象
に
、
国
語
、
算
数
・
数

学
の
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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学
校
基
本
調
査
は
、
学
校
教
育
行
政
に
必
要
な
学
校
に

関
す
る
基
本
的
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
23
年
度
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

令
和
元
年
度
学
校
基
本
調
査
の
結
果
の
一
部
を
8
月
8
日

に
速
報
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

調
査
の
概
要

学
校
基
本
調
査
は
、
全
国
の
学
校（
幼
稚
園
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学

校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種

学
校
）を
調
査
対
象
と
し
て
、
毎
年
5
月
1
日
現
在
の
状

況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
学
校
数
、
在
学

者
数
、
卒
業
者
数
、
就
職
者
数
、
進
学
者
数
な
ど
学
校
の

基
本
的
な
事
項
で
す
。

調
査
結
果
の
概
要

1
．在
学
者
数

小
学
校
の
在
学
者
数
は
6
3
6
万
9
0
0
0
人
、中
学
校
は

3
2
1
万
8
0
0
0
人
、
高
等
学
校
は
3
1
6
万
8
0
0
0

人
、
特
別
支
援
学
校
は
14
万
4
0
0
0
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
専
修
学
校
専
門
課
程（
以
下
、
専
門
学
校
と
い

う
。）は
59
万
8
0
0
0
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
．高
等
学
校
卒
業
後
の
状
況

〇
進
学
率
・
卒
業
者
に
占
め
る
就
職
者
の
割
合

高
等
学
校（
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
を
含
む
）卒
業

後
に
大
学
や
短
大
な
ど
に
進
学
し
た
者
の
卒
業
者
に
占
め

る
割
合
は
54
・
8
％
で
、
前
年
度
と
同
率
で
し
た
。
一
方
、

専
門
学
校
に
進
学
し
た
者
の
割
合
は
16
・
3
％
で
、
前
年

度
よ
り
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
し
た
者
の
割
合
は
17
・
6
％
で
、
前
年
度

よ
り
0
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

3
．大
学（
学
部
）卒
業
後
の
状
況

○
進
学
率
・
卒
業
者
に
占
め
る
就
職
者
の
割
合（
表
1
・

図
1
）

大
学（
学
部
）卒
業
後
に
大
学
院
等
に
進
学
し
た
者
の
卒

業
者
に
占
め
る
割
合
は
11
・
4
％
で
、
前
年
度
よ
り
0
・

4
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
平
成
22
年
度
を
ピ
ー
ク
に
9
年
連

続
低
下
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
就
職
し
た
者
の
割
合
は
、

平
成
22
年
度
に
急
激
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
9
年

連
続
で
上
昇
し
、
78
・
0
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
0
・

9
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
正
規
の
職
員

等
は
75
・
3
％
で
、
前
年
度
よ
り
1
・
2
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
時
的
な
仕
事
に
就
い
た
者
の
割
合
は
1
・

4
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
0
・
1
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て

い
ま
す
。

令
和
元
年
度
学
校
基
本
統
計
速
報
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
調
査
企
画
課

表1　大学（学部）卒業後の状況 （人、（%））

区分 卒業者 進学者（率）
就職者

（卒業者に占める
就職者の割合）

臨床研修医
（率）

一時的な仕事に
就いた者（率）

左記以外の者
（率）うち正規の

職員等（率）
平成 22年3月 541,428 86,039（15.9）329,190（60.8） … … 8,944（1.7） 19,332（3.6） 87,174（16.1）

23年3月 552,358 82,657（15.0）340,217（61.6） … … 8,923（1.6） 19,107（3.5） 88,007（15.9）
24年3月 558,692 76,856（13.8）357,088（63.9）335,095（60.0） 8,893（1.6） 19,569（3.5） 86,566（15.5）
25年3月 558,853 72,822（13.0）375,957（67.3）353,175（63.2） 8,984（1.6） 16,736（3.0） 75,929（13.6）
26年3月 565,573 71,387（12.6）394,845（69.8）372,569（65.9） 8,899（1.6） 14,519（2.6） 68,484（12.1）
27年3月 564,035 68,958（12.2）409,759（72.6）388,611（68.9） 9,056（1.6） 11,730（2.1） 58,102（10.3）
28年3月 559,678 67,563（12.1）418,163（74.7）399,025（71.3） 9,418（1.7） 10,184（1.8） 48,866 （8.7）
29年3月 567,763 67,734（11.9）432,333（76.1）413,971（72.9） 9,313（1.6） 9,183（1.6） 44,182 （7.8）
30年3月 565,436 66,830（11.8）436,156（77.1）419,088（74.1） 9,603（1.7） 8,684（1.5） 39,854 （7.0）
31年３月 572,640 65,351（11.4）446,887（78.0）430,964（75.3） 9,851（1.7） 8,165（1.4） 38,229 （6.7）

（注）1「進学者」には、専修学校・外国の学校等に入学した者を含む。
2「就職者」には、「大学院等への進学者」のうち就職している者を含む。
3「就職者」のうち、「正規の職員等」とは、雇用の期間の定めのないものとして就職した職員・従業員、自営業主等をいう。
4「一時的な仕事に就いた者」とは、臨時的な収入を得る仕事に就いた者であり、雇用の期間が１年未満又は雇用の期間の長さ

にかかわらず短時間勤務の者（パート、アルバイトなど）をいう。

5 進学率=
大学院研究科、大学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科・別科、専修学校、外国の学校へ入学した者

各年3月の大学学部卒業者

6 卒業者に占める就職者の割合=
就職者

各年３月の大学学部卒業者
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こ
の
ほ
か
、
調
査
結
果
の
詳
細
は
、「
学
校
基
本
調
査
」

の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
報
告
書（
確
定
値
）は
令
和
元
年
12
月
に
刊
行
予

定
で
す
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/toukei/chou
sa01/kihon/kekka/1268046.htm

10

20

30

40

50

60

70

80

0

60.8 61.6
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69.8

72.6 74.7 76.1 77.1

15.9 15.0 13.8 13.0 12.6 12.2
12.1 11.9 11.8

78.0

11.4

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 （年）

（％）

進学率

卒業者に占める
就職者の割合

31

図１　大学（学部）卒業者の主な進路状況

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/kihon/kekka/1268046.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/kihon/kekka/1268046.htm
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の
交
流
で
き
大
き
な
影
響
を
受
け
て
今
日
が
あ
る
と
自
身

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
来
場
者
へ
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
に
係
る
心
構
え
に
つ
い
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
帰
国
教
師
の
代
表
と
し
て
、
東
京
学
芸
大
学

国
際
中
等
教
育
学
校 

雨
宮
真
一
副
校
長
か
ら
、
補
習
授

層
進
め
て
い
た
だ
く
契
機
に
な
れ
ば
と
期
待
を
述
べ
ま
し

た
。冒

頭
、
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
現
在
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ー
チ
等
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
中
西
哲
生
氏
よ
り
、
幼
少
期
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
経

験
や
、
J
リ
ー
ガ
ー
時
代
、
海
外
の
ト
ッ
プ
選
手
や
監
督
と

在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
派
遣
教
師
の
経
験
を
国
内
の

学
校
で
活
用
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

し
て
、
第
2
回
ト
ビ
タ
テ
！
グ
ロ
ー
バ
ル
教
師
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
か
ら

の
推
薦
に
基
づ
き
、
小
中
学
校
等
の
教
師
を
在
外
教
育
施

設（
日
本
人
学
校
及
び
補
習
授
業
校
）に
派
遣
す
る
取
組
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
学
校
等
か
ら
の
帰
国
教
師
の

派
遣
経
験
を
国
内
に
積
極
的
に
還
元
・
共
有
し
、
日
本
の

教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か

ら
帰
国
教
師
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る「
帰
国
教
師

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、

同
事
業
の
一
環
で
、
在
外
教
育
施
設
帰
国
教
師
、
各
都
道

府
県
等
教
育
委
員
会
関
係
者
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
関
心

の
あ
る
教
師
等
を
対
象
に
、
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
派

遣
教
師
の
経
験
を
国
内
の
学
校
で
活
用
す
る
た
め
の
課
題

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
第
2
回
ト
ビ
タ
テ
！
グ

ロ
ー
バ
ル
教
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
開
会
に
当
た
り
中
村
文
部
科
学
大

臣
政
務
官
が
挨
拶
を
行
い
、
近
年
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
に
伴
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本

日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
日
本
の
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
一

第
2
回
ト
ビ
タ
テ
！
グ
ロ
ー
バ
ル
教
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
教
育
改
革
・
国
際
課
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業
校
で
の
経
験
を
現
在
の
学
校
で
の
授
業
、
生
活
指
導
、

教
員
研
修
、
学
習
支
援
等
で
具
体
的
に
活
用
し
て
い
る
事

例
を
紹
介
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
の
立
場

と
し
て
、
浜
松
市 

花
井
和
徳
教
育
長
か
ら
、
浜
松
市
の
課

題（
外
国
人
へ
の
日
本
語
指
導
）へ
の
対
応
と
し
て
帰
国
教

師
の
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
派
遣
教
師
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
海
外
子

女
教
育
振
興
財
団 

中
村
雅
治
理
事
長
か
ら
在
外
教
育
施

設
に
お
け
る
特
色
の
あ
る
取
組
や
今
後
の
派
遣
教
師
に
期

待
す
る
役
割
に
つ
い
て
、
続
い
て
、
保
護
者
代
表
と
し
て
フ

レ
ン
ズ
帰
国
生
母
の
会 

池
谷
明
子
氏
か
ら
は
、
保
護
者
の

立
場
で
派
遣
教
師
と
の
関
わ
り
や
帰
国
後
の
教
師
に
期
待

し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
雨
宮
副
校
長
と
花
井
教
育
長
も
パ
ネ
リ
ス
ト

に
加
わ
り
、
派
遣
経
験
は
教
師
の
成
長
に
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
帰
国
教
師
を
学
校
や
地
域
で
活い

か

す
た
め
の
課
題
は
何
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
師
と
し
て
の
帰
国

教
師
は
、
ど
の
よ
う
に
活
か
し
活
か
さ
れ
る
べ
き
か
な
ど
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
経
験
談
や
考
え
を

受
け
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
目
白
大
学 

近
田
専
任
講
師

か
ら
は「
在
外
教
育
施
設
へ
の
派
遣
で
の
予
測
不
能
な
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
経
験
や
先
進
的
な
教
育
実
践
に
よ

り
多
様
な
価
値
に
対
す
る
柔
軟
性
等
が
育
ま
れ
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
新
た
な
教
育
上
の
課
題
に
対
し
て
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
教
師
へ
と
成
長
し
て
い
く
。
こ

の
よ
う
な
教
師
が
活
か
さ
れ
る
に
は
、
個
々
人
の
目
的
意

識
や
使
命
感
だ
け
で
は
な
く
、
派
遣
前
・
派
遣
中
・
派
遣

後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
帰
国
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
明
確
化
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
モ
デ
ル
と
な
る
事
例
や
考
え
方
、

具
体
的
な
計
画
等
の
情
報
発
信
・
共
有
を
積
極
的
に
進
め
、

よ
り
豊
か
な
教
育
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
望
み
た
い
。」

と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
文
部
科
学
省
で
は
、
在
外
教
育
施
設
の
帰
国
教

師
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
み
、
国
際
理
解
教
育

等
の
活
動
を
共
有
す
る
な
ど
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
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国
際
大
会
が
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
す

来
年
7
月
に
、
国
際
生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
長
崎

県
で
開
催
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
令
和
3
年
に
国
際
化
学

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
令
和
4
年
に
国
際
物
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

日
本
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
合

わ
せ
、
国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
も
、
日
本
全
体

で
若
い
才
能
を
応
援
す
る
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

り
ま
し
た
。

国
際
大
会
で
は
、
世
界
の
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
、
実

力
を
競
う
と
同
時
に
交
流
を
深
め
ま
す
。
成
績
優
秀
者
に

は
金
メ
ダ
ル（
参
加
者
の
約
1
割
）、
銀
メ
ダ
ル（
参
加
者
の

約
2
割
）、
銅
メ
ダ
ル（
参
加
者
の
約
3
割
）が
授
与
さ
れ

ま
す
。
日
本
代
表
生
徒
は
日
頃
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

毎
年
ほ
ぼ
全
員
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
よ
る
文
部
科
学
省
の
訪
問

今
回
の
国
際
大
会
に
出
場
し
た
日
本
代
表
生
徒
の
皆
さ

ん
が
文
部
科
学
省
を
表
敬
訪
問
し
、
メ
ダ
ル
受
賞
者
が
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る
な
ど
し
ま
し
た
。
柴
山
大
臣

を
は
じ
め
政
務
三
役
と
の
懇
談
で
は
、
大
会
の
様
子
や
印

象
に
残
っ
た
こ
と
、
将
来
の
夢
な
ど
が
話
題
に
な
り
、
例

え
ば
、
国
際
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
生
徒
は
、
国
際

大
会
に
関
し
て
、
出
題
さ
れ
た
問
題
や
海
外
の
代
表
生
徒

と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
結
果

令
和
元
年
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
世
界
各
地
で
国

際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は

7
教
科（
数
学
、
化
学
、
生
物
学
、
物
理
、
情
報
、
地
学
、

地
理
）に
国
内
予
選
で
選
抜
さ
れ
た
の
べ
31
人
の
日
本
代
表

生
徒
が
出
場
し
、
金
メ
ダ
ル
10
個
、
銀
メ
ダ
ル
13
個
、
銅

メ
ダ
ル
5
個
の
計
28
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い
う
結
果

を
残
し
ま
し
た
。

国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構（
J
S
T
）

は
、
国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
国
際
科
学
技
術
コ
ン

テ
ス
ト
の
国
内
大
会
の
開
催
や
、
国
際
大
会
へ
の
日
本
代

表
生
徒
の
派
遣
、
国
際
大
会
の
日
本
開
催
に
対
す
る
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
代
表
生
徒
は
、
各
教
科
の
国
内
委
員
会
な
ど
が
実

施
す
る
2
〜
3
段
階
の
国
内
選
抜
、
合
宿
を
含
む
研
修
・

強
化
指
導
を
経
て
、
4
名
か
ら
6
名
が
国
際
大
会
に
派
遣

さ
れ
ま
す
。
国
内
大
会
へ
の
参
加
者
数
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
30
年
度
の
参
加
者
は
2
万
3
4
0
人
に
上

国
際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
人
材
政
策
課

国際数学オリンピック（イギリス大会）日本代表生徒による
柴山文部科学大臣への表敬訪問
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国際物理オリンピック（イスラエル大会）日本代表生徒
資料：特定非営利活動法人物理オリンピック日本委員会 提供

国際化学オリンピック（フランス大会）日本代表生徒
資料：「夢・化学 -21」委員会、公益社団法人日本化学会 提供

国際情報オリンピック（アゼルバイジャン大会）日本代表生徒
資料：特定非営利活動法人情報オリンピック日本委員会 提供

国際生物学オリンピック（ハンガリー大会）日本代表生徒
資料：国際生物学オリンピック日本委員会 提供

国際地理オリンピック（中国大会）日本代表生徒
資料：国際地理オリンピック日本委員会 提供

国際地学オリンピック（韓国大会）日本代表生徒
資料：NPO法人地学オリンピック日本委員会 提供
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